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序

悠久の歴史の中で各地域に繰り広げられた先人たちの生活を少しでも多く認識す

るということは、 単にわれわれの懐古の情を満たすにとどまらず、 過去の人々の自然

との関わりの深さや、 人と人とのつながりを知ることによって未来への文化を求め

てゆくための一つの道程ともなりましょう 。

今回調査の結果を報告する南川向遺跡周辺は 、 小島・柳原遺跡群として古くから研

究者の注目を集めたところであり、 弥生時代中期から古墳時代にかけての人々の生

活遺跡がこれまでにも明らかにされてきました。 しかし今回の調査においては主と

して平安時代の集落遺跡が検出され、 当該地域における新たな古代史の一面を明ら

かにすることができました。 そればかりか市内では3例目の緑釉陶器も出土し、 長野

盆地における当時の社会構造ならびに祭祀形態に対する研究に重要な一石を投ずる

ものと言えましょう。

時代の要求により開発を進めるための最低限度の調査に止めました結果を、 ここ

に長野市の埋蔵文化財第25集として報告いたしますが、 この報告が今後長野盆地の

古代史究明のための基礎資料として広く活用されることを期待してやみません。

末筆ながらこの調査のために御協力いただいた東邦商事株式会社ならびに地元関

係者のみなさまはじめ、 直接•間接に調査に参加された調査会・調査団の各位の御協

力に深謝いたします。

昭和63年2月

長野市教育委員会教育長

長 野 市 遺 跡 調 査 会 長 奥 村 秀 雄



例 百

1 本書は東邦商事株式会社による「朝陽ニュ ー タウン」団地造成事業予定地内にお

ける、 緊急発掘調査報告書である。 本遺跡は長野市大字北長池字十二家裏1265一 3

番 同大字北尾張部字南川向201 -1 番地の地籍に存在するが、 今回の事業にと

もなって確認された新発見の遺跡であり、 遺跡名は 「小島・柳原遺跡群 南川向遺

跡」として報告する。

2 調査は東邦商事株式会社と長野市教育委員会の協議に基づき、 長野市遺跡調査

会が担当した。

調査は矢口の指導に基づき千野が総括し、 記録は各調査員が分担して行った。

3 本書の編集は千野が行い 、 遺物実測は中殿•横山が、 遺構 、 遺物のトレ ースは千

野が行った。

4 遺構図は 1 : 60を基本としているが、 微細を要するものに関しては 1 : 30とし

た。 遺物実測囮は 1 : 3 に統一した。 また須恵器は実測図断面を黒色で示し、 黒色

処理された土師器は、 処理された部分をスクリ ー ンで示した。

5 執筆は l·3 章を千野が、 4 章は青木・千野が行い、 2 章は和田博氏の玉稿を賜

った。

6 調査日誌及び遺構実測図中、 遺構名を略記してある。 住居址 (SB) ・土城 (S
K) • 溝址(SD)である。

7 調査の諸記録及び出土造物は長野市立博物館において保管されている。 また遺

物の注記記号は遺跡名の頭文字をとってKYM とした。
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第 1 章 調査に至る経過と方法

1 調査に至る経過

東邦商事株式会社は、 長野市大字北長池字十二家裏1265-3番、 同大字北尾張部字南川向201一
1番地の地籍において、 「東邦朝陽ニュ ー タウン 」 宅地開発事業を計画した。

開発地域は 「小島·柳原遺跡群」 の周知の範囲内に位脳し遺物の散布等も認められたために、

長野市教育委員会社会教育課は、 同予定地内における埋蔵文化財の有無を確認するために試掘調

査を実施することとした。

試掘調査は昭和61年6月30日に実施された。 試掘抗は幅50cmで延長約3Qmを堀削した。 遺構検

出面までの深さは約30"-'40cmであり、 比較的浅い堆積状況を示しており、 黄褐色土を混えた粘土

陪内に逍構を確認するに至った。 確認された遺構は住居址2軒•溝．柱穴等であり、 土器破片等

の遺物もかなりの凪が出土した。

この試掘調査の結果をもとに、 市教育委員会では施工に先立って発掘調査による記録保存の必

要性を認め、 昭和61年8月 4日から調査に沼手する運びとなった。

また遺跡範囲中の宅地部分に関しては盛土によって造成されるため、 調査範囲は開発によって

遺構面に堀削が及び破壊されることが予想される道路施設部分の、 約427m'について調査を行っ

た。

なお本遺跡は前述のとおり周知の 「小島・柳原遺跡群」 の範囲内に位個するが、 その名称につ

いては所在地の字名をとり 「小島・柳原遺跡群 南川向遺跡」として報告するものである。

2 調査会及び調査団

長野市遺跡調査会は、 市内所在の埋蔵文化財等遺跡発掘調査の調整企画、 及びそれに基づく発

掘調査•分布調査を実施し 、 その記録作成と発掘された文化財の保存活用について研究すること

を目的として設立されているもので、 長野市教育委員会より委託を受け 、 各遺跡調査団を編成し

て調査を実施するものである。

調査会会長

委員

II 

II 

奥村秀雄

米山 ー 政

桐原 健

清水営一

（教育長）

（長野市文化財保護審議会長）

（長野市文化財保護審議会委員）昭和62年3月31日退任

（教育次長） II 
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II 関川千代丸 （文化財専門主事） 昭和62年7月16日退任

II 小林 学 （長野市文化財保談審議会委員）昭和62年4月1日新任

II 丸山義人 （教育次長） I/ 

/} 

” 
監事

II
 

事務局長

/} 

局員

II 

II 

II 

II 

II 

矢口忠良

秤木和明

高野 覚

戸津幸雄

吉見 敏

小木曽敏

吉池弘忠

山崎博三

小山 正

矢口忠良

胄木和明

千野 浩

II 倉田佳也子

調査団 調査団長 矢口忠良

調査主任 千野 浩

調査員

II

II

II

”
II

II

II

II

 

山口 明

青木和明

奈須野由美

中殿章子

横山かよ子

古岩井久仁

消水隆寿

原 正樹

原田和彦

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係長） II 

( // 調査係主事） II 

（総務課長） 昭和62年3月31日退任

（教育次長副任兼総務課長）

（社会教育課長） 昭和62年3月31日退任

（長野市埋蔵文化財センター所長）昭和62年4月1日新任

（社会教育課主幹）

昭和62年4月1日新任

昭和62年3月31日退任

（社会教育課主査） II 

（長野市埋蔵文化財センタ ー所長補佐）昭和62年4月1 日新任

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係長） II 

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係主事） II 

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係主事）

（長野市埋蔵文化財センタ ー職員）

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係長）

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係主事）

（長野市立博物館学芸員）

（長野市埋蔵文化財センタ ー調査係主事）

（長野市立博物館職員）

（長野市埋蔵文化財センタ ー職員）

（長野市埋蔵文化財センタ ー職員）

（信州大学学生）

（立正大学学生）

（東京経済大学学生）

（国学院大学学生）

II

II

 

執筆者 和田 博 （長野市立博物館専門主事）

調査参加者 赤沼織之助 伊藤 実 上野袈裟男 岡宮幸子 岡宮はるえ 岡宮芳子 春日原

勲 神岡恵美 菊池謙太郎 熊原啓 清水博 白石武 染野卯年 滝沢光明 竹之内袈裟男

田尻岩男 中村至博 平出甲四郎 藤倉英雄 宮沢徳太郎 村田今松 山本千代 山本本治

横田好正

調査にあたっては 、 長野市役所朝陽支所関係各位に種々便宣をはかっていただいた。 また、 整
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理作業では長野市立陪物館諸氏の協力を得た。 記して感謝申し上げます。

3 発掘調査の方法

試掘調査はパックホ ーを用いて延長約30mのトレンチを掘削し、 遺物包含層·遺構面を調査し

た結果、 事業予定地のうち道路施設部分約427rri宝ついて発掘調査による記録保存の必要性を確認

するに至った。

調査範囲の表土除去は、 試掘調査の結果に基づきバックホ ーを援用した。 包含層及び遺構検出

作業の際に出土した遺物については 「検出面出土遺物」 として採取し、 遺構検出の後、 親土内出

土の遺物は覆土上位・中位、 床面直上等出土位置毎に一括して採取した。 遺構内遺物のうち主要

なものに関しては、 写真撮影の後、 測絨により位四・レベル等を記録した。

写真撮影は各遺構ごとに遺物検出状況、 掘り上がり状況、 遺構内細部について実施した。

検出された遺構の測派は標高•南北軸BMを基準に2mメッシュを組み、 簡易的な遣り方測試

によって実施し、 基本的にl : 20 、 また詳細を必要とするものに関しては1 : 10の縮尺で行った。

4 調査日誌

8月4日 発掘機材搬入 、 テント設営。 バックホ ーによる表土剥ぎ作業と並行して、 遺構検出作

業を開始する。 午後雨のため作業を中止する。

8月5日 遺構検出作業継続。 本日にて検出作業終了。 住居址•溝址•土壊・柱穴等が検出され

る。

8月6日 柱穴•土壊•溝址等の発掘作業開始。 柱穴•土堀等は本日にて掘り上がる。

8月7日 SDl-4発掘作業継続。 SB1 • 4発掘開始。

8月8日 S B 2• 3• 5発掘開始。

8月9日 SDl-4、 SB1 · 5発掘終了。 SB1 · 5は本日写真撮影も終了。

8月11日 各追構の発掘作業は本日にて終了する。 作業終了順に遺構の写真撮影を行う 。

8月12日 遺構実測作業開始。

8月13日 遺構実測作業継続。

8月14日 遺構実測作業終了。 機材・テント等を撤収し、 現場における作業を終了する。
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第 2 章 遺跡周辺の環境

1 地理的環境

本遺跡は、 国道18号線の北尾張部信号 と北尾張部東信号間の南方で柳原l号幹線水路の南辺に

あり、 北長池字十二家裏を中心に一部北尾張部にかかる。

この附近は長野盆地 （善光寺平）のほぽ中央部に位協し、 盆地内では最も山地に遠い地点にあ

たる。 西北はるかに秀麗な山容を見せる飯綱山を水源とする浅川は、 ここから約5 km隔てた浅川

東条地籍の通称浅河原口を扇頂として半径4乃至4.5 kmの典型的な扇状地を展開し、 扇端部の地

下水湧出地域に北から金箱•宮竹・北堀•南堀•石渡•東和田等々の古くからの集落が孤状に並

び、 それ以東は沖積地に漸移している。

現在の裾花川は妻科から南下して丹波島で犀川に注ぎ 、 犀口から東流した犀川は裾花川を合わ

せたうえで、 牛島附近で千曲川に合流しているが、 これらの流路は近世初頭以来のこと。 それ以

前の裾花川は妻科地 籍一県庁一新田交叉点南一七瀬へと東南流し 、 上高田・南高田南側を経て犀

川に合流していた。 一方犀川は川合新田附近から西風間・東風間と大豆島の間を東北流し、 裾花

川を合わせて長池と屋島間から柳原の南で千曲川に合流していた。 また裾花川は東西和田の南か

ら南堀•小島問を乱流して長沼地域西辺の広大な後背湿地へ流入し 、 浅川を合流して洪水域をつ

くり、 赤沼•長沼の地名起源となり長池もまた同様。 それ故に 、 豊野町南郷には舟場の古名が残

り 、 石部落には太田の渡跡があり 、 往古裾花川を舟で対岸の長沼地域に渡ったとの伝承もある。

従ってこの沖積地一帯はかつて犀川・裾花川が乱流していた氾濫原で、 前述の旧河川敷附近に

は大小数多くの微高地が散在している。 これらはいずれも流路方向の西南から東北に細長く 、 そ

の上に集落が点在していた。 隣接の字小島の名称はそのような微地形を反映している。

本逍跡もそのような小微高地にあり、 この小島状地形は北尾張部の上村・中尾即ち桜新町東端

から小島境附近までにわたり 、 本逍跡は柳原1号幹線水路以南に及ぶこの微高地南部を占めてい

る。 また本遺跡南には朝陽小学校• 池生神社・常音寺等のある微高地があり、 両微高地間を旧裾

花川支流名残りの旧八幡川が東北流して両岸を浸食し 、 そのために本遺跡南側にlm以上の段差

が見られる。

このような河川の沖積面浸食が盆地の隆起に伴って進行し 、 古犀川左岸に当たる長池水源神社

から北長池東端、 古野南にかけて以前は数mに及ぶ断崖が観察され、 氾濫原は一連の自然堤防状

を呈していた。 昭和20年代までの閑静な近郊田園風景が展開されていた当時は、 そのような微地

形も明瞭に観察されたが、 それ以後国道18号線がこの地域を貫通し 、 善光寺平土地改良事業によ

る幹線排水路・揚水機場整備以来急速に事業所・公共施設等が進出し 、 住宅街でおヽわれるよう
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になって様相を一変させ地形も原形を ほ と ん ど失ったが、 古犀川河川敷は構造改善されて耕地化

しても地元では河原 と呼んでいたり河岸段差の一部が残るなど、 僅かに往時の痕跡を留めてもいる。

2 歴史的環境

朝閣から柳原地籍にかけての微高地には柳原小島の水内坐一 元神社遺跡を始め、 各所から弥生

中期以降の遺構 ・ 遺物が検出され、 こ と に本迫跡南の十二地籍では縄文時 代から弥生 ・ 奈良 • 平

安時代に人々が生活を営んでいた事実を明白にしている。

律令時代に水内郡は芋井 （伊毛為） 郷 を は じ め 8 ヶ郷があった。 当時は50郷戸を単位 と して機

械的に分けたため、 本追跡附近がいずれの郷域であったかは定かではない。 が、 大島は散在して

いた微高地の総称と して本遺跡附近を連想させるに十分であり、 条里的遺構のある地域をその西

方一帯に繰り広げている北尾張部の地名が現存する点、 ま た東隣の柳原地籍から津野附近が古野

郷に比定されるこ と な どから、 本追跡附近は尾張部 ・ 大島 ・ 古野郷のいずれかに含 ま れていた と

みられる。

平安時 代後期から室町時 代の15世紀後半 ご ろ ま で井上氏領域で、 16世紀初頭の永正頃村上顕国

がこの附近一円に進出した と 明治14年の村誌は記している。 諏訪御布礼之古由では15世紀後半上

社頭役を井上氏が勤めた と 記録 して前記述を裏付けているに対して 、 明徳 3 年 (1392) の高梨朝

高一族所領目録は、 尾張部散在郷も東条庄内で高梨領に含まれている旨記載している。 天文 5 年

(1536) 上社造宮帳によれば前宮四之御柱を尾張部と 共に北長池な ど 4 ヶ 村が勤め同一人物が代

官 と なり、 北長池は 5 貫文、 尾張部は7 貫文を負担していて、 同一領主の傘下にあっ た こ と を示

唆している。

永禄 4 年 (1561) 川中島激戦の後、 和田•長池100 貫文の地が武田信玄から某 （氏名不明） に宛

が行われ、 武田氏が亡びて上杉景勝が北信 を制圧した天正10年 (1582) に北尾張部は島津領 と な

る等、 中世特に室町から戦国時代にはこの附近一 帯は北信諸豪の角逐の地 と なっていた。

下って近世に入り、 慶長 7 年 ( 1602) の検地打立帳 （いわゆる右近検地） に よ る と北長池村473

石弱、 北尾張部村478石強であるに対して天保 5 年 (1834) の郷帳では北尾張部村が約493石で約

200年間に20 石ほ どの打出しであるに対して、 北長池村は874石弱 と 倍増している。 これも松平忠

輝領時代の犀川・裾花川筋の改修による旧河川敷の開田成果によるもので、 この間の元禄頃に十

二ケ村が枝村として成立している。 十二の名称はおそらく 当初の戸数からの呼称であろ う 。

文化 6 年 (1809) に北尾張部の人口は258人 、 明治14年 (1881) には335人に対して北長池村は

文化 6 年245人明治14年344 人で、 両村の人口増加率はほ と ん ど差異が見られず、 近世を通して松

代藩領内であったこと も共通している。

（参考文献） r信漿史料』 『信猿史料叢書』 r長野県史』 r長野県町村誌』 r長野県の地名』 『長野地

域の地質』
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第 3 章 遺構 と 遺物

第 1 号住居址

逍構 （第 4 回 ・ 図版 2 )

住居址南側は大半が調査区域外 と な る 。 平面プラ ンは一辺約4 . 50m ほ どの隅丸方形を呈す る と

思われる 。 検出面か ら の掘 り 込み は 浅 く 10cm前後である 。 床面は貼 り 床 さ れ る が さ ほ ど固 く はな

く 、 ま た壁際は不明瞭な も の と な る 。 周溝は存在せぬが床面 か ら は P l ....,_, P  9 の ピ ッ ト が検出 さ

れている 。 主柱穴にあた る も のに は P 6 •  P 4 が考 え ら れ、 深さ は約40cmを 測 り 、 直に近 く 掘 り

込 ま れ て い る 。 ま た P l · P 2 · P 7 等は支柱かと思われ、 深 さ はいずれも 40cm前後である 。 住

居址北壁ぞいに は P 8 · P 9 と い っ た か な り 大 き な 掘 り 込みが検出 さ れ て お り 、 本住居址出土逍

物の大半は こ の 中 よ り 出土 し て い る 。

B
 

'
|
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羞 し
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A
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348.52 m 

2 m  

第 4 図 第 1 号住居址実測図

逍物 （第 5 図 ・ 図版 8 )

本住居址出土土器は主 と し て 、 土師器坪 ・ 甕、 灰釉陶器高台付坪に よ っ て構成 さ れる 。 実測不

可能な も のでは他に灰釉陶器壺形土器が出土 し て お り 、 ま た須恵器は外面に タ タ キ 目 の あ る 甕の

小破片が 3 片検出 さ れた に す ぎ な い。
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第 5 屈 第 1 号住居址出土土器実測閑

(1)--... (10) はいずれ も 土師器坪で、 内外面 と も に ロ ク ロ に よ る ナ デ整形がな さ れ て い る 。 こ れ ら

に は ロ ク ロ ナ デの痕跡を比較的明確に残す(1) (3) (4) (7) (8) (10) と 、痕跡が顕著でな く ス ム ー ズ な

断面を呈する (2) (5) (6) (9)の二者が存在する 。 底部外面は 、 確認でき る も の は す べて回転糸切り

が な さ れ て い る 。 た だ(4)は回転糸切 り 後ナ デ も し く はケ ズ リ 等の再調整がな さ れて い る 。

(11 )--... (13) は黒色土器の坪で、 内面のみ黒色処理さ れ て い る 。 (11) は磨耗が著 し い が、 内面は

底部付近を中心に雑な ヘ ラ ミ ガ キ がな さ れて い る 。 (13)は内面に比較的ていねいなヘ ラ ミ ガキが

施 さ れ、 明確な黒色処理は確認 さ れぬ も の の、 黒色処理に対する意識がう かがわれる 。
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(14) (15)は灰釉陶器である 。 (14) は高台付の皿で、 口縁部は短く 外反 し端部は 丸 く 終る形態を

と る 。 高台は三 ヶ 月 高台である が外面の稜は丸み を も っ て不明瞭である 。 底外面はナ デ調整 さ れ、

糸切 り 等の 切 り 離 し痕は確認で き な い。 高台接合後に体部下半に 一帯のヘラ 削 り がな さ れて い る 。

釉は漬け掛けか と思われる 。 (15)は高台付椀の破片である 。 高台は三 ヶ 月 高台 で、 外面下端は面

取 り 後ナデ調整 さ れ、 切 り 離 し の痕跡等は確認で き な い。

(16) (17) は土師器の甕である 。 (16) の口縁部は く の字状に な だ ら か に立ち上が り 、 外面に は ロ

ク ロ痕を顕著に残す。 (17)はやや小型の甕で、 口縁部は頸部よ り く の字状に強 く 短 く 外反 し、 ロ

縁端部は面取 り さ れ る 。 整形は 、 口縁部内外面は強 い ロ ク ロ ナ デがな さ れ、 その後頸部から胴部

にかけて縦 も し く は斜方向のヘラ 削 り がな さ れ る 。

(18)は高台のつい た大型の椀形を呈す る と 思われる土師器である 。 底面に は 3 孔、 ま た 高台接

合部上端付近へ内面か ら 3 孔の焼成前穿孔が な さ れ て い る 。 整形は内外面 と も に雑 な ナ デ整形が

な さ れて い る の み で、 供膳形態以外の機能が推定 さ れ る 。 本例の よ う に底部付近に突孔がな さ れ

る類例は今の と こ ろ存在せぬが、 更埴市馬口遺跡第 1 号住居址（更埴市教委1986) 、 同社宮司遺跡

第 1 号溝址 （更埴市教委1985) 出土資料中 に も 、 同様の形態の土師器が認 め ら れ る 。 類例の増加

を待ち た い。

表 l 第 1 号住居址出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備

口径 底径 器高

1 土師 坪 10.7 6.7  3 . 1  l / 6  ロ ク ロ 調整 回転糸切 り ピ ッ ト

2 土師 坪 1 1 . 5  4 . 2  3 . 3  3 / 4  ロ ク ロ 調整 回転糸切 り II 

3 土師 坪 10.7 6 . 4  2 . 7  完 II II JJ 

4 土師 坪 10.7 5.3 3.5 1 / 4  II 
→

回
ナ

転

プ
糸切 り II 

II 

5 土師 坪 1 1 . 2  4 . 6  3 . 2  1 / 5  II 回転糸切 り 覆土

6 土師 坪 1 1 . 2  6 . 0  3 . 6  1 / 6  ／） II 

7 土師 坪 1 1 . 8  5 . 7  3 . 0  3 / 5  JI 回転糸切 り 覆土 ・ ビ ッ ト

8 土師 坪 1 1 .  7 5 .8  3 .7  1 /  4 II II ビ ッ ト

， 土師 坪 1 2 . 9  1 / 8  ロ ク ロ調整 内面 ミ ガ キ 覆土

1 0 土師 坪 13.8  1 / 2 II ピ ッ ト 内

1 1 土師 坪 1 2 . 2  6 . 2  4 . 1  1 / 4  II 内面
色

ミ ガ キ
黒 処理

覆土 ・ ビ ッ ト 内
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1 2 土師 坪 13.2  

1 3 土師 坪 14 . 8  

1 4 灰釉 皿 12 . 2  6 . 0  3 . 1  

1 5 灰釉 椀 8.0 

1 6 土師 甕 18. 3  

l 7 土師 甕 13.2 

l 8 土師 台鉢 16.4  

第 2 号住居址

遺構 （第 6 図 • 図版 2 )

1 / 6  

1 / 8  

3 / 4  

1 / 5 

1 /12 

1 / 4 

3 / 4  

II 内面黒色処
理

II 内面 ミ ガキ

ロ ク ロ
底
調整→外

転
面下ズ半に

ケ ズ リ 部
漬

回 ケ リ
→ナデ け掛け

ロ ク ロ調整 底部
け掛

回転ケ
ズ リ → ナ デ 漬 け

ロ ク ロ調整

ロ ク ロ調整→外面ケ ズ リ
内面ナ デ

ロ ク ロ調整→雑なナデ

覆土

I) 

ピ ッ ト 内

籾土

ピ ッ ト 内

II 

覆土 ・ ビ ッ ト 内

住居址の東側半分 を 5 号溝址に切 ら れ て い る 。 平面プラ ンは3.70 X 5 . 0 ITTの長方形を呈し 、 主

軸 は N -10° ーWを測る 。 検出面か ら の掘 り 込みはいずれ も 浅 く 15-20cmほ どである 。 ま た東壁

はややなだ ら か であ る が他はいずれも 直に近 く 掘 り 込 ま れて い る 。 床面は全体に貼 り 床 さ れて い

る が さ ほ ど固 く 踏み し め ら れた状態ではなか っ た 。 床面 か ら は 、 P l - P 5 の ビ ッ ト が検出 さ れ

て いる がいずれ も 掘 り 込みは10cm内 外 と 浅 く 、 主柱穴と認め ら れ る も の は存在 し な い。 ま た ピ ッ

ト 内か らの追物の 出 土 も 認 め ら れなか っ た 。

迫物 （第 6 屈 • 図版 8 )

(1) (2) は土師器坪である 。 (1)は底部よ り 内湾ぎみに立ち上がる坪部形態を と る 。 ロ ク ロ ナ デ さ

れ る が器表の磨耗が著 し く 調整等の詳細は不明である 。 (2) は 口縁部破片で内面は ロ ク ロ痕を顕著

に残す。

(3)�(5) は黒色土器である 。 (3)は底部よ り 内湾ぎみに立ち上がり端部に至って肥厚し 、 丸みを

も っ て終わる形態を呈する 。 磨耗が著 し く 詳細は不明だが、 口縁部周辺は内外面 と も に比較的て

いねいなヘラ ミ ガ キ が行われ 、 内外面と も に黒色処理がな さ れ る 。 (4) (5) は と も に高台付坪の底

部付近の破片である 。 (4) は坪部内底面がヘラ ミ ガキ さ れ黒色処理さ れ る 。 高台は断面三角形を呈

しハの字状にやや長 く 外反 す る 。 底外面は回転糸切 り 後、 雑なナ デ調整がな さ れて い る 。 (5)は内

外面と も に黒色処理が な さ れ、 高台は断面三角形 を 呈 し短 く 開 く 形態を呈する 。

(6) は緑釉陶器高台付皿であ る 。 皿部は底部 か ら や や内湾ぎみに直線的に外反 し 、 口緑端部はや

や強いヨ コ ナ デが行われる こ と に よ り 若干外反 し、 鋭 く 終わる形態を呈する 。 口縁端部には全体

- 14 -
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で 4 ヶ 所輪花が施 さ れ る 。 ま た 内面の皿部 と 底部 と の境 に は一条の沈線が施さ れ る 。 皿部の調整

は内外面 と も に て いね い な ロ ク ロ ナデが行われ、 釉は内外面な ら びに 、 底部外面の全面にわた っ

て か け ら れる 。 高台は角高台で高台外端にて接地する 。 底外面は回転糸切 り 後 ロ ク ロ ナデが施さ

れ る 。

(7) (8) は灰釉陶器為台付椀の底部破片で、 高台は と も に三ヶ 月 高台である 。

表 2 第 2 号住居址出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

口径 底径 器高

1 土師 坪 11.0 5 .0  3 .4  1 / 4 ロ ク ロ調整回転糸切 り 覆土

2 土師 坪 9.4 1 / 6  II II 

3 土師 坪 14 . 8  1 / 3  ロ ク ロ調整→外
内

面口縁部
周

色
辺 ミ ガキ 面 ミ ガキ

黒 処理

4 土師 台坪 6 . 8  3 / 4  ロ ク ロ調整 内面 ミ ガキ
黒色処理 底部回転糸切 II 
り →ナ デ

5 土師 台坪 1 .  7 3 / 4  ロ ク ロ
処
調整

理
内 外面 と も II 

に黒色

6 緑釉 皿 12.8 6 . 7  2 . 7  2 / 3  ロ ク ロ調整 回転糸切り II 
→ ナ デ

7 灰釉 椀 6 . 2  1 / 8  ロ ク ロ 調整 II 

8 灰釉 椀 7 . 0  1 / 8  II II 

第 3 号住居址

遺構 （第 7 固 • 図版 3 )

4 号土塙に東壁中央部 を 切 ら れる。 5. QX 5. 3Qmの隅丸方形を呈す る 住居址で、 主軸は N-so·

- E を 測 る 。検出面か ら の掘 り 込み は さ ほ ど深 く は な く 30-40cmを 測 り 、 西面はややなだらかであ

るが他は直に近 く 掘 り 込 ま れる。

床面は貼 り 床 さ れ、 中央部付近は か な り 固 く 踏み し め られていた 。 床面か ら は周溝な ら びに柱

穴 ら し き も の は確認さ れ て お ら ず、 かわ り に P 6 - P l5にみ る よ う に各壁面に そ う かた ち で支柱

と 思われる痕跡が確認 さ れ て い る 。 P 2 は P l に 切 ら れた形で検出 さ れて い る が、 と も に周辺な

ら びに覆土内 に は焼土 ・ 炭化物等かな り の黛が存在 し 、 4 号土塙に よ っ て本住居址の カ マ ドが破

壊 さ れた痕跡と理解さ れよ う 。

- 16 -
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P l · P2 か ら 南東壁隅の部分にかけて は、 完形の土師器坪形土器が比較的多足に出土 し て い

る が、 い ず れ も 床面 か ら はやや浮いた状態で出土 し て い る 。 P4 は l . 0 X l . 5Qmのやや不整形な掘

り 込みであるが、 内部か ら は遺物等も 出土せずその性格は不明である 。

迫物 （第 8 · 9 図 • 図版 7 )

土師器坪を中心に本遺跡では最も 多星の遺物が出 土 し て い る 。 ( 1 ) - (26) はいずれ も 土師器の坪

である 。 口径はll .5-13cm、 底径は4.5 - 6 cm ぐ ら いの範囲に納ま り 、 各個体の法凪には大き な

差異は認め ら れな い
。 整形は いずれ も ロ ク ロ ナ デ さ れ、 底部は確認でき る も のに お い て は 、 すぺ

て回転糸切 り 痕 を そ の ま ま 残 し て い る 。

(27)-(31) (33) は と も に黒色土器であ る。 (27)-(29) は内面に雑なヘラ ミ ガキ が な さ れ、 黒色

処理 さ れ る 。 (30) はやや厚手の雑なつ く り である が内面は比較的て いねいにヘラ ミ ガキ が な さ れ、

黒色処理 さ れ る 。 (31)は内湾ぎみに立ち上がっ た坪部が端部 に て短 く 強 く 外反 し 、 丸みを も っ て

終る形態を呈する 。 外面は ロ ク ロ ナ デ さ れロ ク ロ 痕 を顕著に と どめ る 。 内面はていねいなヘラ ミ

ガ キ がな さ れ黒色処理 さ れ る 。 (33)は底部 よ り 内湾ぎみに立ち上がって終る形態 を と り 、 外面は

比較的て いねいな ロ ク ロ ナデがな さ れ る 。 内面はヘラ ミ ガキ さ れて黒色処理 さ れ、 底部は回転糸

切 り さ れ る 。 (32 ) は高台付坪の底部破片である 。 坪内面はていねいな ロ ク ロ ナ デが行われる 。 高

台 は 断面長三角形を呈 し てやや長 く ハの字状に外開し 、 内外面 と も に ナデ整形される 。 底外面は

全体的に ナデ調整 さ れる。

(34)-(37) は灰釉陶器である 。 (34) は高台付椀の口縁部付近の破片で、 端部にて若干外反し丸

み を も っ て終る形態を呈する 。 (35) も 高台付椀で、 坪部外面の底部 か ら の立ち上がり部分には一

帯のヘラ ケ ズ リ が施 さ れ る 。 高 台 は三 ヶ 月 高台であるが内外面 と も 強い ナ デ調整が な さ れ 、 外面

の稜は丸みを も っ て 不明瞭である 。 高台の接合も 比較的雑であ り 、 底外面はナデ調整 さ れ る 。 釉

は漬け掛けで、 坪内面は底面を除 く 全面 に かけ ら れ て い る 。 (36) も 高台付椀の底部付近の破片で

あ る 。 高 台 は三 ヶ 月 高台であるが端部にて内折す る よ う な形態を呈し 、 内面が丸く肥厚する 。 底

外 面 は ナ デ調整 さ れ る 。 (37) は灰釉陶器長頸瓶の頸部付近の破片であ ろ う 。 (38) は鉢の底部破片

である 。 内面は ていねいなヘ ラ ミ ガ キ が な さ れ、 黒色処理 さ れ る 。 底外面は全体にナデ調整 さ れ

て い る 。

(39)-(44)は甕で、 (40) が須恵器で他は土師器であ る 。 (39)の外面 は ロ ク ロ ナ デ後、 縦方向の

ヘ ラ ケ ズ リ がな さ れ、 内 面に は ロ ク ロ 痕を顕著に残 し て い る 。 (40)は須恵器で、 外面は平行 タ タ

キ の痕跡が認め ら れ、 自然釉がかかっ て い る 。 ま た 、 内面底部には指頭に よ る雑な調整痕が残さ

れ る 。 (41)の口縁部は頸部か ら く の字状に緩やかに立ち上がり端部にて肥厚する形態を呈する 。

口縁部は内外面 と も ロ ク ロ ナデ さ れ、 胴中位には格子目状の タ タ キが認め ら れ る 。 (42) は口縁部

が頸部か ら く の字状 に短 く 外反 し 、 最大径は胴上位に有する 。 口縁部か ら胴上半は強い ロ ク ロ ナ

デが行われ、 胴下部から胴上半 も 強 い ロ ク ロ ナ デが行われ 、 胴下半はそ の後縦方向のヘ ラ ケ ズ リ

- 18-
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がなされる 。 (43)は口縁部が頸部で く の字状に外反したのち内湾 ぎみに立ち上がる形態をとり、

内外面とも ロ ク ロ ナ デされる 。 (44)は口縁部が頸部か ら緩やか な く の字状をなして立ち上がり、

端部付近で内湾しながら肥厚する形態をとる 。 内外面ともロ ク ロ ナ デさ れ る 。

(45) (46)は高台のつ く 大型の椀形を呈す る土師器の破片と思われる 。 (45) は内外面と もに強い

ロ ク ロ ナ デ調整が行なわれ 、 底部中央付近に 1 ヶ 所焼成前の穿孔が認められる 。 ま た底外面には

回転糸切り痕が残されて い る 。 (46)も内外面ともに強い ロ ク ロ ナ デが行われ 、 高台部には透し孔

の痕跡が認められる 。

表 3 第 3号住居址出土土器観察表

法
番号 種別 器種

口径 底径 器高
追存度 成形・調整•他 備 考

1 土師 坪 11. 4  4.7 3.7 1 / 2  ロ ク ロ調整 回転糸切り 床面

2 土師 坪 1 1 . 6  4.6 3.5 3 / 5  II II ” 
3 土師 坪 11.6 4.6 3 . 5  完 II II 床直上・覆土

4 土師 坪 1 1 .  7 4.5 3 . 7  1 / 3  I/ II 床面 ・ 床直上

5 土師 坪 11.8 5.9 4 . 3  3 / 5  II )/ 床直上

6 土師 坪 12 .0  5.3  3 .5  完 I/ JI 床面

7 土師 坪 12.0 5 . 8  4 . 2  4 / 5  II II 覆土

8 土師 坪 12.0 5.6 4 .3  3 / 4  II II 床直上

， 土師 坪 12 .1 5.3 3 .9  1 / 2  // II 覆土・床直上

1 0 土師 坪 12.5 5 . 2  3 . 6  1 /  4 II II 覆土

1 1 土師 坪 12.6 5.4 3 . 2  1 / 2  II JI ／） 

1 2 土師 坪 12.8 4.6 3 . 7  完 II ” 覆土・床直上

1 3 土師 坪 12.3 5.5 3 . 4  1 / 2  II ” ピ ッ ト

1 4 土師 坪 1 1 . 8  5.8 3.5 1 / 2  ロ ク ロ調整 回転糸切り ピ ッ ト
→ ナ デ

1 5 土師 坪 11 .  7 6 .0  3 .9  1 /  4 11 床面

1 6 土師 坪 12 . 4  1 / 3  II 覆土

1 7 土師 坪 11.6 1 / 4 II ピ ッ ト

1 8 土師 坪 14.2 1 / 4  “ 覆土・床直上

1 9 土師 坪 11.6 5.3 3.4 1 / 2  II 回転糸切り ピ ッ ト

2 0 土師 坪 12.1 5.8 3 . 6  4 / 5  II II 床直上

2 1 土師 坪 12.0 4.3 3 .6  1 / 2  II ／） 覆土・床直上
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法
番号 種別 器種

口 径 底 径 器 高
遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

2 2 土師 坪 12.2 4.3 4.0 完 /) II 床面

2 3 土師 坪 12.8 5.6 3 .5  1 / 2  II II 覆土 ・ 床直土

2 4 土師 坪 12.6 5 . 0  3 .5  1 / 7  II II 床直上

2 5 土師 坪 14 . 1  5 . 8  4 . 0  5 / 6  II II II 

2 6 土師 坪 12.4 5 . 7  3 . 8  3 / 4  JI JI 覆土 ・ 床直上

2 7 土師 坪 12 .  I 1 / 6  ロ ク ロ調整 床直上

2 8 土師 坪 12.0 1 / 6  II II 

2 9 土師 坪 11 .2  1 / 6  II 覆土 ・ 床直上

3 0 土師 坪 12.4 6 . 1  3 .4  1 / 3  II ビ ッ ト

3 1 土師 坪 12.8 1 / 6 ｝｝ II 

3 2 土師 坪 8 . 6  II 回転糸切 り →ナ デ 床直上

3 3 土師 坪 14 .7  5 . 1  5 . 2  1 / 3  I I内面ヘラ ミ ガ キ黒色処理 II 

3 4 土師 坪 15.5 1 /12 毅土

3 5 土師 坪 7.0 3 / 4  II 外面下半ヘ ラ ケ ズ リ 床面

3 6 土師 坪 1 / 6  底部ナデ 覆土

3 7 土師 坪 1 / 6  II 

3 8 土師 坪 10.2 1 /  4 内面ヘラ ケ ズ リ 黒色処理 ピ ッ ト

3 9 土師 坪 10.6 1 / 2  ロ ク ロ調整→外面 ケ ズ リ 床直上

4 0 須恵 甕 13 , 8  1 / 3  外面平行 タ タ キ 疫土

4 1 土師 甕 21 . 4  1 / 6  ロ ク ロ調整 外面格子状タ ピ ッ ト
タ キ

4 2 土師 甕 18,4 l / 5  ロ ク ロ調整→外面 ケ ズ リ 床面

4 3 土師 甕 ロ ク ロ調整 覆土 ・ 床直上

4 4 土師 甕 JI II 

4 5 土師 台付鉢 1 / 4 ロ ク ロ調整 底部に穿孔有 床面

4 6 土師 台付鉢 1 / 4 II 高台部に透 し孔有 覆土
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4 号住居址

遺構 （第10図 • 図版 3 )

4 号溝址に遺構南半 を 切 ら れ て い る 。 平面プラ ン は一辺約4. ?Omの隅丸方形に な る と 思わ れ る 。

主軸はN-3 ° -Wを測 り ほ ぽ南北方向 を と っ て い る 。 検出面か ら の 掘 り 込 みは20cm前後 と やや

浅 く 、 西壁は直に近 く 掘 り 込 ま れ、 北壁 • 東壁 はいずれ も ややな だ ら かであ る 。 床面 は 全体に貼

り 床がな さ れ、 中心部はかな り 固 く し ま っ て い る 。 床面上には ピ ッ ト が13個検出 さ れ て い る が、

いずれ も 浅 い も ので本住居址に伴う も の で あ る か否かは不明である 。 た だ P l は 深 さ 約70cmで直

に近 く 掘 り 込 ま れ 、 柱穴である 可能性が強い。

遺物 （第10回）

土師器坪 • 甕等の小破片がかな り 出土 して い る が、 実測可能な も の は図示し た 3 点の土師器坪

にすぎない。

(1) は口緑部に破片で、 口縁部下端に稜 を な し て軽 く 外反 す る 形態 を と る 。 (2) は坪部が底部よ

り 内湾 し て立ち上がる形態を と り 、 内外面 と も に比較的て いねいな ロ ク ロ ナ デがな さ れ る 。 底部

は回転糸切 り さ れ る 。 (3) は内面は比較的て いねいなヘラ ミ ガキ が な さ れ、 黒色処理 さ れ る 。
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第 10 固 第 4 号住居址 ・ 出土土器実測図

表 4 第 4 号住居址出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形・調整 • 他 備 考

口径 底径 器高

1 土師 坪 10 .6  1 / 8  ロ ク ロ調整 覆土

2 土師 坪 12.8 4 .6  3 .4  1 / 2 II 回転糸切り 床面

3 土師 坪 1 1 . 8  1 / 6  II 
処
内

理
面ヘラ ミ ガ キ 黒色 覆土
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第 5 号住居址

遺構 （第11図 • 図版 4 )

1 号溝址に北壁上面を切ら

れるが床面にま では撹乱は及 1"'
/ んでいない。 平面プラ ンは一 鬱辺約2.65mの隅丸方形を呈す

る も の と 思われ、 主軸はN-
璽2s· -wを測る 。 検出面から

の掘 り込みは20cm内 外と浅い

が、 いずれも直に近 く 掘 り 込

ま れて い る 。 北壁隅に ピ ッ ト

が検出 さ れて い る が柱穴か否

かは不明である 。 住居址内一
娑叶� A 面にわたっ て炭化物が薄 く 堆 (J1 ＇ゞ》

. ― 

積し 、 ま た炭化材 も 検出 さ れ
ヨ

て い る が 焼土はわずかである 。

I 
co 

A
' 

B 、

-9-1-

A
' 

• •一
348.52 m 

2 m  

第 11 図 第 5 号住居址実測図

遺物 （第12図 • 図版 8 )

土師器坪 • 高台付坪、 灰釉陶器破片、 須恵器甕等が出土 して い る 。 (1) (2) は土師器坪で、 と も

に坪部は底部 よ り 内湾ぎみに立ち上がる 形態 を と り 、 内外面ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。 (2)の底部は回転

糸切 り である 。

(3)-(7) は黒色土器である 。 (3)-(5)は坪でいずれも 内面が黒色処理さ れ、 軽 く 雑なヘラ ミ ガ

キがな さ れ る 。 (6) は高台付坪で、 坪部内面は黒色処理 さ れ、 比較的て いねいなヘラ ミ ガキ が な さ

れる 。 高台はやや長く ハの字状に外反し 、 内外面 と も ナデ整形 さ れ る 。 底外面は切 り 離 し後再調

整がな さ れ て い る が、 磨耗が著 し く 不明である 。 (7) も 高台付坪で、 坪部内面が黒色処理 さ れ比較

的ていねいなヘラ ミ ガ キ が な さ れ て い る 。 高台は断面三角形状を呈し 、 外面は直に近 く 立ち上が

り 内外面 と も にナデ整形 さ れ る 。 底外面 も ナ デ整形 さ れ て い る 。

(8) は灰釉陶器椀の 口縁部破片である 。 口縁部は端部で短 く 強 く 外反 し 、 丸みを も っ て終る形態

を呈する 。

(9)は高台のついた大型の椀形を呈する土師器である 。 椀部は底部 よ り 内湾ぎみ に立ち上が り 、

□縁部に至っ てやや長 く 緩やかに外反 す る 形態を呈する 。 内外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ、 ロ ク ロ 痕

を比較的顕著に と どめ る 。 ま た 内面底部付近は強 く 雑な ユ ビナデ調整が行われて い る 。 高台部は
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第 12 1ZJ 第 5 号住居址出土土器実測飼

長 く ハの字状に直線的に外反する形態 を と り 、 端部は面取 り さ れ る 。 ま た 3 ヶ所に 、 焼成前に円

形の穿孔が な さ れ て い る 。 第 1 号住居址出土の (18) も 、 底部に穿孔が な さ れる点異な る が、 形態

は同一の も の と 予想 さ れ る 。 内面底部付近の調整の粗雑さ か ら (18) 同様供膳形態以外の機能が推

定 さ れる 。

(10)は大形の須恵器甕の底部付近の破片である 。 外面には平行タ タ キ の痕跡が認め ら れ、 ま た

自然釉が付着 し て い る 。 内面に は カ キ メ が顕著に認め ら れ る 。

- 26-



表 5 第 5 号住居址出土土器観察表

法
番号 種別 器種

口 径 底径 器高
追存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

1 土師 坪 14.0 1 / 8 ロ ク ロ調整 覆土

2 土師 坪 14.9 5.0  4 . 5  1 / 2  JI 回転糸切 り 覆土 ・ 床直上

3 土師 坪 12.0 5 . 5  3 .8  3 / 4  II内面ヘラ ミ ガキ黒色処理 ” 
4 土師 坪 1 2 . 1  1 / 2  II II 

5 土師 坪 1 1 . 4  1 / 6  II ／） 覆土 ・ 床直上

6 土師 台坪 6 . 6  1 / 2  JI II II 

7 土師 台坪 6 . 0  3 / 4  II II II 
回転糸切 り → ナ デ

8 灰釉 椀 覆土

， 土師 台鉢 26.8 17.0 13.4 3 / 5  ロ ク ロ調整 底部に 3 個穿孔 床直

1 0 須恵 甕 19.0 1 / 4 外面平行タ タ キ 内面カ キ メ 覆土

第 1 号特殊遺構

遺構 （第13図 • 図版 4 )

1 号溝址に切 ら れ て お り 、 長 さ お よ そ 2 . 20m 、 幅1 .30m を 測 り 、 検出面からの深さ は約30cmで

あ る 。 底面上には焼土と 暗茶褐色土が堆積 し て お り 、 その上に径30-50cmほ どの石が 4 個検出さ

れ、 ま た 2 点の土器が出土 し て い る 。 底面には 2 つの小 ビ ッ ト が検出 さ れた が、 と も に焼土 と 炭

化物が充満 し て お り 、 ま た 獣骨片も 若干検出 さ れ て い る 。

遺物 （第13図 • 図版 8 )

いわ ゆ る カ ワ ラ ケ が 2 点出 土 し て い る 。 と も に手づ く ねに よ る も の と 思われ 、 底面には指頭に

よ る押捺の痕跡が比較的顕著に認め ら れ る 。 調整は全体的にナデ調整 さ れ る の み で あ る 。 胎土 も

色調は内外面 と も に 白黄色を呈 し 、 本遺跡出土の他の資料に比べ異質である 。

表 6 第 1 号特殊逍構出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

口 径 底 径 器高

1 土師 坪 8.2 5.4  1 .6  2 / 3  手づ く ね

2 土師 坪 9 . 0  6 .8  1 .5  2 / 3  II 
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第 13 図 第 1 号特殊遺構 ・ 出土土器実測屈

第 1 号土塙

遺構 （第14図 ・ 固版 4 )

2 号土塙の下に検出 さ れ 、 北端は調査区域外 と な る 。 平面プ ラ ン は長軸約2.5Qm 、 短軸0 . 8Qm

の長方形を呈す る も の と 思わ れ る 。 検出面か ら の 掘 り 込みは約40cm を 測 り 、 断面逆台形状のゆる

やかな掘り 込みを呈する 。

遺物 （第15固）

古式土師器が 4 点出土 し て い る 。 ( 1) は甕の口縁部破片である 。 口 縁部 は く の字状の鋭い屈 曲 を

な し て頸部か ら 外反 し 、 端部は強い ヨ コ ナデが加え ら れ る こ と に よ っ て中位に 稜 を な し て伸び上

がる形態を と る 。 口縁部は内外面 と も に強い ヨ コ ナデが加え ら れ、 胴部外面には斜方向の細いハ

ケ整形がな さ れる。 形態整形の面か ら は東海系の土器 か と 思わ れ る 。

(2) は台付甕の脚部破片である 。 内外面 と も に ハ ケ整形後ナデ整 形 さ れ る 。 (3) は小型高坪の坪

部であ ろ う か。 外面には斜方向のハケ整形痕が認め ら れ る 。 (4)は小型器台の脚部である 。 脚端が

ハの字状に大 き く 開 く 形態が予想 さ れ る 。 脚部には円形の透 し孔を 3 個有する 。
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第 14 固 第 1 号 • 第 2 号土凛実測図

表 7 第 1 号土壊出土土器観察表

法
番号 種別 器種

口径 底径 器高
遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

1 土師 甕 13.8 1 / 6  外面 ハ ケ 内面ナデ 覆土

2 土師 甕 9.5 l / 4 外面ハケ→ナ デ 内面ハケ
→ナ デ

3 土師 高坪 10.9 1 / 6  外面ハ ケ → ナ デ 床直上

4 土師 器台 1 / 2  ナ デ 覆土
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第 2 号土塙

遺構 （第14図 ・ 囮版 4 )

1 号土城を切 っ て構築 さ れ る が北側は調査区域外である 。 平面プ ラ ン は長軸約 1 . 50mの長楕円

形 も し く は長方形を呈す る と 思われる 。 検出面か ら の 掘 り 込みは20---30cmを 測 り 、 舟底状の形態

を呈する 。

遺物 （第16図）

土師器坪・甕が出土 し て い る 。 (1) は坪部が底部よ り 内湾 ぎみに立ち上が り 、 端部にて若干外反

す る 形態を呈する 。 内外面と も ロ ク ロ ナ デ さ れ外面に は ロ ク ロ痕を顕著に残す。

(2)�{5)は甕である 。 (2) (3) は と も に口縁部が頸部から緩やかな く の字状にた ち上がる形態を

呈 し 、 外面に は ロ ク ロ 痕を顕著に残す。

(4) は 口縁部が内湾 ぎみに立ち上がる形態を呈し 、 口縁部から胴上半 は ロ ク ロ ナ デがな さ れ 、 胴

中位以下はその後縦方向のヘラ ケ ズ リ がな さ れ る 。 (5) も (4) と 同様の口縁部形態を と っ て い る 。

ロニ

� 

2
 

3
 

。 10cm 

第 16 図 第 2 号土城出土」：器実測図
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表 8 第 2 号土城出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 · 調整 • 他 備 考

1 土師 坪 12.3 4 . 9  3 . 2  1 / 2  ロ ク ロ調整 回転糸切り 床直上

2 土師 甕 19.2 1 / 8  II 覆土

3 土師 提 24.0 1 / 6  II 覆土 ・ 床直上

4 土師 甕 23.0 1 / 5  II 外面ケ ズ リ JI 

5 土師 甕 ” II 

第 3 号土壊

遺構

平面プラ ン は短軸0.8om 、 長軸l .20mほ どの楕円形を呈す

る と 思われるが、北側は調査区域外 と な り 詳細は不明である 。

断面は逆台形状を呈 し 、 掘 り 込みは比較的浅い。 東ぞいの底

面付近に焼土 ・ 炭化物が集中 し て検 出 さ れ て い る 。

遣物

土師器の小破片が出土 し て い る のみで、 実測可能な造物は

ない。

r_u� 
。

瓢 �·,::
第 17 図 第 3 号：い廣実測図

第 4 号土壊 （井戸址）

遺構 （第18図 • 図版 5 )

3 号住居址を切 っ て構築 さ れて い る 。 平面プランは径約2.0mのやや不整な円形を呈する 。 深 さ

は湧水のため完掘し得ず不明であるが、 1 . 40m ま では確認 さ れ て い る 。 断面は逆台形状 を呈 し 、

覆土は全部で 5 陪に分附 さ れたが、 レ ン ズ状の自然堆積は上層 に お い て のみ確認 さ れて い る 。 以

上のこ と よ り 本址は素掘り の井戸址 と 考え ら れ る が、 こ れ と と も に北側へ約 3 m ほ ど伸びる幅20

cm前後、 深 さ 1s�2ocmの細い溝が検出 さ れて い る 。 本址 と 直接関連す る も のか否か不明で あ る が、

一 応同一の追構と し て扱 っ て お き た い。
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追物 （第18図）

土師器坪 • 甕が出土 し て い る 。 ( 1 )-..,(5) は坪で形態の上か ら は 、 坪部が底部か ら内湾ぎみに立

ち上がって終る (1) (4) (5) と 、 坪部中位から 口縁部が外半 し て 開 く 形態を と る (2) (3)の二者が存在

す る 。 (5) を除き いずれ も 内外面 と も に ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。 (5)の内面に は炭素の吸着が認め ら れ

色調は黒褐色を呈す る が、 ヘ ラ ミ ガ キ 等は な さ れず、 本来の黒色土器 と は区 別 し て 考え て お き た

い。 底部は回転糸切 り 痕 を と どめて い る。

(6) (7) は黒色土器である 。 (6) は高台付坪で坪部内面は黒色処理さ れ、 軽 く 雑なヘラ ミ ガ キ が な

される 。 高台は三角形状を呈 し 短 く ハの字状に開 く 形態 を と り 、 外面への貼 り 付け は雑で接合部

が明瞭にわかる 。 湖台部の整形は内外面 と も に雑な ナ デ整形で、 底外面 も ナ デ整形 さ れ る 。

(8) は須恵器の甕口縁部破片で外面は平行タ タ キ の 後、 強い ヨ コ ナデが行われる 。 (9) (10)は土

師器の甕である 。 (9)はやや小型品で、 口縁部 は く の字状に緩やかに立ち上がり 、 外面に は ロ ク ロ

痕を顕著に と どめ て い る 。 (10)は口縁部はく の字状に緩やかに立ち上がり 、 端部に至って肥厚す

る形態 を と る 。 整形は口縁部から胴上半にかけ て比較的て い ね い な ロ ク ロ ナデが行われ、 ロ ク ロ

痕を と どめ て る 。 胴下半の整形は磨耗が著 し く 不明である 。

9 第 4 号土城 （井戸址） 出土土器観察表

法
番号 種別 器種

口径 底径 器高
遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

1 土師 坪 11.4 4.8 3 . 1  1 / 5  ロ ク ロ調整 覆土

2 土師 坪 12.8 1 / 8  II /J 

3 土師 杯 13.4 1 / 6  II II 

4 土師 杯 14.6 II II 

5 土師 坪 1 1 . 4  3 . 8  4 . 2  1 / 6  II 回転糸切 り II 

6 土師 台坪 7 . 2  1 / 4 II 内面ヘ ラ ミ ガキ黒色処理 II 

7 土師 壺 4 . 0  II JI 

8 須恵 甕 II 外面平行タ タ キ→ ナ デ II 

， 土師 甕 17.2 1 / 8  I/ II 

1 0 土師 甕 19.0 1 / 5  II IJ 

第 5 号土壊

遺構 （第19固 • 図版 5 )

径約1 . 75mの不整円形を呈する土塙である 。 検出面 か ら の 掘 り 込み は25-30cmで、 掘 り 込み も
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比較的なだ ら か で あ る 。 内部か ら は、 かな り の批の土器片が出土 し て い る が、 完形品がその ま ま

土圧に よ り つぶさ れた と い う よ う な状況は う かがわれず、 ま た炭化物 ・ 獣骨片等 も検出 さ れなか

っ た。

遣物 （第19図）

(1) は須恵器長頸瓶の胴部 であ ろ う か。

内 外面 と も に比較的ていねい な ロ ク ロ

ナ デがな さ れて い る 。

(2)-(4) は土師器甕である。 (2) は ロ

縁部が頸部か ら く の字状に緩やかに立

ち上がり 、 端部は鋭 く つ ま み上げられ

て上方に立ち上がる形態を呈する 。 内

外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ 、 ロ ク ロ 痕を

顕著に残す。 (3) は やや小型の甕で口縁

部は頸部か ら く の字状に短 く 強 く 外反

す る。 内外面と も ロ ク ロ ナデ さ れ ロ ク

ロ痕を顕著に残す。 (4)は口縁部が頸部

よ り く の字状に緩やかに立ち上が り 端
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第 19 図 第 5 号 土城 ・ 迫物出 土状況実測図

部 に て 肥厚す る 形態を呈 し て ロ ク ロ痕を顕著に残す。

そ の他本遺構か ら は 、 外面に平行タ タ キ を残す須恵器甕や土師器破片がかなり の試出土 し て い
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第 20 固 第 5 号土廣出土土器実測図
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るが実測し得た も の は上記 4 点に し かす ぎなか っ た。

表10 第 5 号土塙出土土器観察表

法
番号 種別 器種

口径 底径 器高
迫存度 成形 ・ 調整 • 他 備

1 須恵 長頸 1 / 3 ロ ク ロ調整 床面

2 土師 甕 17 . 7  1 / 3  II II 

3 土師 甕 13 . 0  1 / 5  II II 

4 土師 甕 25.8 1 / 8  // II 

第 6 号土堀

遺構 （第21図）

平面プランは長軸1 .0 m 、 短軸0.70mのやや不整な楕円形状を呈する 。 深 さ は20cm前後を 測 り 、

直 に近 く 掘 り 込 ま れ て い る 。 内部に は 2 個の小 ピ ッ ト を有す る が と も に深 さ は10cmほ どである 。

遺物 （第21固）

土師器杯が 1 点出土 し て い る 。 底部か ら 内湾 ぎみに立ち上がる坪部形態 に な る 。

I I 1 
『犀 w 6 � □ 

忘
゜

� I  l 10cm 

0 2 m 

第 21 図 第 6 号土療出土土器実測附

表11 第 6 号土堀出土土器観察表

法 星.r-t. 

番号 種別 器種
口径 底径 器高

遺存度 成形 ・ 調整 • 他

l 土師 坪 10.2 1 / 5 ロ
黒

ク
色

ロ

処
調

理
整 内面ヘラ ミ ガ キ

- 35 -
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第 7 号土塙

遺構 （第22図）

平面プラ ンは長軸1 .10m 、 短軸0 .75mのやや不整な楕円形、

も し く は長方形状を呈している。 検出面か ら の掘 り 込み は

20-25cm と浅いが、 直に近く 掘り込 ま れ ている。

迫物

土師器の小破片が出土して いるが、実測可能な逍物はない。

第 8 号土壊

遺構 （第23図）

1 -0-
348.52 m 

0 �� 
2 m  

第 22 図 第 7 号•土頃実測図

西側は調査区域外で詳細は不明であるが、 長軸は約1 .60m・短軸0.90mの隅丸長方形プラ ンを

呈する と 思われる。 ま た主軸はN -79· -Eを測る。 検出面か ら の掘 り 込みは北壁で約40cm、 東壁・

南壁でそれぞれ約20cmをはか り 、 いずれ も 直 に 近 く 掘り込 ま れている。

、

I < I ; 1 'y-� ▽ L 1 
く1 叶

B B' 

348.52 m 

瓢F"''""""""""""''蜃

0 2 m 

.,,,, ,, ,, ― r J ＼ ， ， 

゜ I . 3 

10cm 

第 23 図 第 8 号土凋出土土器実測図
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逍物 （第23図）

土師器坪 3 点が出土 し て い る 。 (1)は底部よ り 内湾ぎみに立ち上が り 、 口縁端部にて若干外反す

る形態を と る 。 内外面 と も に ロ ク ロ ナ デ さ れ る がロ ク ロ 痕 を さ ほ ど顕著に残 さ な い。 底部は回転

糸切 り さ れる 。 (2) も 内 外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ る が、 器高は低い。 (3) は坪部が深 く 椀に近い形

態 を と り 、 口縁部は端部に て 短 く 外反 す る 。 外面は ロ ク ロ ナデ さ れ、 内面は口縁部付近は横方向、

底部付近は縦方向の雑なヘラ ミ ガ キ がな さ れ る 。

表12 第 8 号土塙出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備

口 径 底径 器 高

1 土師 坪 13.3 5 . 0  4 . 3  3 / 5  ロ ク ロ 調整 回転糸切り 覆土

2 土師 坪 12.5 1 / 4 II ” 
3 土師 坪 13.2 1 / 8  II 内面ヘラ ミ ガキ /) 

第 9 号土壊

遺構 （第24図）

10号土城を 切 っ て 構 築 さ れ、 東南端は調査区域外 と な る 。 平面プラ ン は径約l.lOmほ どの不正

円形を呈する 。 検出面か ら の掘 り 込み は約40cm を 測 り 、 北側では 2 段に わ た る 掘 り 込みが認め ら

れる 。
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第 24 図 第 9 号 • 第 10 号土潰実測図
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遺物 （第25圏）

土師器坪•高台付坪が出土し

て い る 。 (1) は坪部は底部 よ り

直線的に外開し 、 口縁部にて

若干外反する形態を呈する。

内面はヘラ ミ ガ キ さ れ黒色処

理 さ れ る 。 外面は ロ ク ロ 痕を

顕著に残し底部は回転糸切り

糸 糸

゜ � ' 10 � � 了シ
第 25 図 第 9 号上�LI',土 lこ器実測区l

で あ る 。 (2)は底部よ り 内湾ぎみに立ち上がる坪部形態を と り 、 内面は比較的て いねいなヘラ ミ ガ

キがな さ れ黒色処理 さ れ る 。 底部は回転糸切 り 痕を残す。 (3) も坪部は底部 よ り 内湾ぎみに立ち上

が る 形態 を と る 。 内面はていねいなヘラ ミ ガ キ が な さ れ黒色処理 さ れ る 。 ま た 口縁部内面には連

孤状の暗文が施 さ れ て い る 。 (4) は高台付坪で高台は断面三角形を呈する 。

表13 第 9 号土壊出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

口 径 底径 器高

1 土師 杯 1 1 . 8  4 . 8  3 . 7  1 / 3  ロ ク ロ調整 内面ヘラ ミ ガキ 没土

2 土師 杯 13.3 5.8 3 . 2  1 / 2  II II JI 

3 土師 杯 12.8 1 / 8  /) II JI 

4 土師 台坪 6 . 8  3 / 4  II II ” 

第10号土壊

遺構 （第24固）

9 号土塙に切られ 、 南側は調査区域外 と な る 。 平面プ ラ ン は長軸1 . 0 mほどの不整楕円形を呈

す る も の と 思わ れ る 。 検出面か ら の 掘 り 込み は 浅 く 10-20cmを 測 り 、 直に近 く 掘 り 込 ま れ て い る 。

遺物 （第26図）

土師器坪•甕が出土し て い る 。 (1 ) は底部よ り 内湾ぎみに立ち上が る 坪部形態を呈 し 、 内面は雑
なヘラ ミ ガキ がな さ れ黒色処理 さ れ る 。 外面は比較的ていねい な ロ ク ロ ナデがな さ れ る 。 (2)は坪
底部破片で、 底外面には回転糸切 り 痕が残 さ れ る 。 (3)は甕の 口縁部破片で、 頸部から内湾ぎみに

立ち上がる形態を呈し 、 内外面と も に ロ ク ロ ナデ さ れ る 。
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第 26 収l 第 10 号 t猥出土 土器実測屈

表14 第10号土堀出土土器観察表

法
番号 種別 器種 迫存度 成形 ・ 調整 • 他 備

口 径 底径 器高

1 土師 坪 12.6 1 / 6 ロ ク ロ調整 内面ヘラ ミ ガキ 床直上

2 土師 坪 5 . 4  l / 4 II 回転糸切り JJ 

3 土師 甕 22.2 1 / 8  II II II 

第11号土塙

追構 （第27図）
I to I"'

/ 平面プラ ン は一辺l.3omほ どのやや不整

『な方形を呈し 、 1 号溝址を切っ て い る。 検

ロ ロ 止
出面からの深さ は20�30cm を 測 る が、 南側

は浅く 不明瞭である。 掘 り 込みはいずれも

直に近い。 毅土は他逍構 と は異な り 暗黄褐

色の砂質土であ っ た。

任
1cc 

A
' 

迫物
348.52 m 

若干の土師器小破片が出土 し た のみで、

2 m量瓢冒璽冒ヽ実測可能な辿物は な い。 ゜
第 27 図 第 11 号土漂実測図
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第12号土壊

迫構 （第28図）

北西端上面を 1 号溝址に若干切られ 、 ま た南東端は調査区域外 と なる。 平面プラ ン は長軸I.90 

m 、 短軸約o.somの不整長楕円形状を呈し 、 主軸は N - 25'ーWを測る。 検出面か ら の掘 り 込みは

10"'-' 15cmで、 1 号溝址に切ら れる北東端を除き 、 直に近 く 掘り こ まれている。 追物は覆土内より

若干の土師器破片を検出 したにす ぎ な い。

迫物 （第28図）

(1) は土師器の坪で、 坪部は底部より内湾ぎみに立ち上がる形態を と り、 内面は比較的ていねい

なヘラ ミ ガキ がなされ黒色処理される 。

(2)は土師器甕の口縁部破片で、 頸部から内湾ぎみに立ち上がり端部にて肥厚す る 形態をとる 。

ロ ク ロ痕を顕著に残す。
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第 28 図 第 12 砂 t凋 ・ 出 七 I沿怜実測図

表15 第12土壊出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形・調整•他 備 考

口径 底径 器高

1 土師 坪 13.0 1 / 8  ロ ク ロ調整 内面ヘラ ミ ガキ 覆土

2 土師 甕 19. 3  1 /12 II 回転糸切リ
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第13号土壊

遺構 （第29図）

平面プラ ン は長軸2.25m ・ 短軸約0.6Qmの長楕円形状

を呈する 。 検出面か ら の 深 さ は 20----25cm を 測 り 、 断面は

逆台形状を呈 す る 。

追物

実測可能な遺物は出土 し て い な い。

第 1 号溝址

m
 zs·
00
 

••
 ,
 
••••••

 
g
 ＼

 

,
8
 

吋 吋

遺構 （第30図 ・ 固版 6 )

調査区東側に お い て 検出 さ れた 、 東西方向に直線的に

伸びる比較的大きな溝址で、 東端な ら び に西端は と も に

調査区域外 と な る 。 5 号 . 6 号住居址、 12号 ・ 13号土城

を 切 っ て 構築 さ れ 、 11号土塙に切られる 。 検出 さ れた範

囲においての長さ は約19.3cm、 幅は最大で2.30m • 最小で1 .SOmを測る 。 検出面か ら の 深 さ は15
-25cmを 測 り 、 断面は低い逆台形状を呈する 。

A A' 
——,,,._ -· 一 '

贔
348.52 m 

゜ 2 m 

第 29 函 第 13 号土J廣実測固

遺物

土師器等の小破片が出土 し て い る の み で、 実測可能な も の は出土 し て い な い。

第 2 号溝址

追構 （第31図 • 図版 6 )

ほぽ南北方向に直線的に伸びる形態を呈し 、

南端なら びに北端は と も に調査区域外 と な る 。

中央付近か ら東溝と 西溝の 2 本に わ か れ る 。

東溝は検出 さ れた範囲での長 さ は約7 . 70m 、

幅は最大でl . 70tn • 最小で l . lOmを測る 。 溝底は幅30�50cm を 測 り 、 平坦で溝の台面は低い逆台

形状を呈 し て い る 。 西溝は東溝中央付近か ら西方へ突出し 、 その後直角に 近 く 折れて束溝 と 並行

し て 伸 び る 形態 を と る 。 検出 さ れた範囲での 長 さ は約6.IOm 、 幅約0.5Qmを 測 る 。 検出面か ら の

掘 り 込み は30cm前後で東溝に比べ浅い。 東溝 と 西溝の合流点に は 、 1 .60X 1 .  2Qrnの不整楕円形状
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第 32 図 第 2 号溝址出土土器実測図
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の ピ ッ ト が存在するが溝址に伴 う も のである かは不明である 。

遺物 （第32図）

土師器甕が 1 点出土 し て い る 。 口縁部は頸部か ら く の字状 を な し て緩やかに内湾ぎみに立ち上

が り 、 端部付近にて肥厚する形態を呈する 。 内外面と も に ロ ク ロ ナ デ さ れ、 ロ ク ロ 痕を顕著に残

す。

第 3 号溝址

遺構 （第31図 • 図版 6 )

2 号溝址 と な ら ん で検出 さ れ、 主軸方向も 同様にほぽ南北方向に直線的に伸びる形態 を と り 、

南端なら びに北端 は と も に調査区域外 と な る 。 検出された範囲での長さ は約5.lOm 、 幅は最大で

1.40m · 最小でl . lOmを測る 。 溝底面の幅は平均 し て30cm ほ ど で、 溝の断面は逆台形状 を 呈 し 掘

り 込みはかな り ゆ る やかである 。 溝南端では中位 に テ ラ ス状の平坦面が検出 さ れて い る が、 性格

は不明である 。

遺物

土師器の小破片等が検出 さ れ て い る が 、 実測可能な遺物は出土 し て い な い。

第 4 号溝址

追構 （第33図 ・ 図版 3 · 6 )

4 号住居址を切 っ て 構築 さ れ て い る 。 東西方向に直線的に伸び、 調査区南端にて直角に近 く 折

れその後南方へ直線的に伸びてゆ く 形態 を 呈 す る 。 東端と 南端 と は と も に調査区域外 と な る 。 長

さ は 東西方向では16.20 m 、 南北方向では7.60mま で確認さ れ、 幅は最大で1.10m 、 最小で0.80

mを測る 。 検出面か ら の掘 り 込み は浅 く 30cm前後で、 溝底は平坦で断面逆台形状を呈する 。

遺物 （第33回

(1) は須恵器で短頸壺の口縁部破片であ ろ う か。 内外面 と も に 自然釉が付着 し て い る 。 (2) は 高

台付坪である 。 坪部内面はていねいなヘラ ミ ガキ が な さ れ 、 黒色処理さ れる 。 高台は断面長三角

形状を呈してハの字状にやや長めに外開し 、 内外面 と も に ナ デ調整 さ れ る 。 坪部との接合部は高

台接合後非常に強 い ユ ピ ナ デが加え ら れ る 。 底外面は回転糸切 り 痕が そ の ま ま 残 さ れ る 。

(3) は土師器の高坪脚部破片で あ る 。 脚部はハの字状に大き く 外開す る と思われる 。 古式土師器

であ ろ う 。 内外面 と も 磨耗が著 し く 調整等詳細は不明である 。
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表16 第 4 号溝址出土土器観察表

法
番号 種別 器種 逍存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

口径 底径 器高

1 須恵 壺 13.3 1 / 8  ロ ク ロ調整 毅土

2 土師 台坪 7.5 2 / 3  II 内面ヘ ラ ミ ガキ 溝底

3 土師 高坪 1 / 3  覆土

第 5 号溝址

遺構 （第34図 • 図版 2 )

調査区中央付近にて検出 さ れ 、

第 2 号住居址を切っ て構築 さ れ て

い る 。 ほぼ南北方向に直線的に伸

び て ゆ く 形態を呈す る 。 溝の南北

端 は と も に調査区外であ る が、 確

認 さ れ た部分での長さ は約7.80m

を測る 。 幅は最大部分で1.30mを

測るが平均1.0 m ぐ ら いで あ る 。

深 さ は20.-.....30cmを 測 り 、 断面は逆

台形状を呈し 、 底面か らの立ち上

が り も 比較的緩やかである 。 覆土

は暗茶褐色土陪 一層 の み で あ っ

た 。 両側面に それぞれ一 ヶ所ずつ

テ ラ ス状の平担面が確認さ れ て い

る が、 柱穴等の痕跡 も 認め ら れず

性格は不明である。

迫物

土師器の小破片等が出土 し て い

る が、 実測可能 な も のや時代決定

の根拠に な り 得る も の な どは出土

し て い な い。

B

 

／
 且 旦 』贔 348.52 rn 

A
' 

。 2 m  

第 34 1:g] 第 5 号溝址実測図
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検出面出土の遺物 （第35図）

(1) (2) は土師器坪で、 坪部は と も に底部よ り 内湾ぎみに立ち上がる形態を呈し 、 内外面ロ ク ロ

ナ デ さ れ る 。 (l) は ロ ク ロ痕を比較的顕著に 残 し 、 底部は回転糸切 り がな さ れやや突出する形態を

呈する 。

(3) ........ (8)は黒色土器である 。 (3)--(5) は坪でいずれ も 内面に軽 く 雑な ヘ ラ ミ ガ キ がな さ れ、 黒

色処理が施さ れ る 。 (4)の底部は回転糸切 り がな さ れ る 。 (6)--(8)は高台付坪で あ る 。 (6)は坪部

が底部か ら 内 湾 し て 立 ち 上 る 形態 を と り 、 内面は比較的ていねいなヘラ ミ ガ キが全体的に な さ れ、

黒色に処 理 さ れ て い る 。 高台は接合部か ら 欠損 し て お り 、 ま た底外面は回転ヘ ラ ケ ズ リ がな さ れ

る。 (7)は高台付坪の底部破片で、 内面は軽 く ヘラ ミ ガキ さ れ黒色処理さ れ る 。 高台は 短 く ハ の字

状に直線的に外反 す る 形態を呈し 、 内外面 と も 強 く ナデ整形 さ れ る 。 底外面の調整は磨耗が著 し

く 不明である 。 (8) も 高台付坪の底部付近の破片である 。 内面は比較的ていねい なヘラ ミ ガ キ がな

さ れ黒色処理さ れ る 。 高台は断面長三角形状 を 呈 し て 、 やや長 く ハの字状に外反 し内外面 と も ナ

デ調整 さ れる 。 外面の接合は 雑 に な さ れ接合痕が明瞭に残る 。底外面はナデ調整 さ れ る 。 (9)-(11)

は灰釉陶器である 。 (9) は高台付の皿で、 体部は底部 よ り 内湾ぎみに立ち上がり 、 口縁部にて若干

外反 し丸み を も っ て終る形態を と る 。 釉は外面は中位まで、 内面は底部を除 く 全面 に か け ら れ て

い る 。 ま た底外面に も 若干釉が付培 し て い るが意図的な も の と は認 め ら れ な い。 高台は三 ヶ 月 高

台である が全体的に ナデ調整 さ れ、 外面下半の稜は丸みを も っ て や や不明瞭である 。 底外面はナ

デ調整 さ れ る 。 (10) は坪の底部破片で、 内面は底部一面に釉がかけ ら れ て い る 。 外面は ロ ク ロ ナ

デの痕跡を顕著に と どめ 、 ま た底部は回転糸切 り 痕 を そ の ま ま 残 し て い る 。 ( 1 1 ) は高台付椀の底

部破片である 。 高台は三 ヶ 月 高台 で あ る が、 全体的に強 く ナ デ調整 さ れ外面下半の稜は丸み を も

ち不明瞭である 。 底外面中央部 に は 回転糸切 り 痕が残さ れ る 。

(12) -(15) は土師器の甕である 。 (12) は 口 縁部は頸部よ り 短 く く の字状に屈曲 し た の ち 、

中位に稜を な し て立ち上が り つつ外半する形態を呈する 。 整形は ロ ク ロ ナ デで外面に は ロ ク ロ痕

を顕著に残す。 (13)は口縁部は頸部 よ り 緩や かな く の字状を な し て 立 ち 上 が り 、 端部にて肥厚す

る形態 を と る 。 整形は内外と も ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。 (14) は全体的にやや厚手で、 口縁部は頸部よ

り 緩やかな く の字状 を な し て立ち上が り 内外面 と も に ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。 (15) は強い く の字状の

屈 曲 を な し て口縁部が頸部 よ り 外反 し 、 端部は面取 り さ れ る 。 (16) は須恵器甕形土器の口縁部破

片である 。

(17) は 1 号 . 5 号住居址で出土 し て い る 。 高台のついた大型の椀形を呈す る 土師器の高台の

端部か と思われる 。 ハの字状に直線的に外開 し た 後、 端部にて強 く 短 く 外反する形態を呈する 。

内外面 と も ロ ク ロ ナ デ さ れ る 。
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表17 検出面出土土器観察表

法
番号 種別 器種 遺存度 成形 ・ 調整 • 他 備 考

1 土師 坪 1 1 . 8  5 .2  4 . 3  2 / 5  ロ ク ロ調整 回転糸切り

2 土師 坪 12.0 1 / 5  II 

3 土師 坪 12.8 1 / 6  1/ 内面ヘラ ミ ガキ黒色処理

4 土師 坪 11 .0  3 .0  3 .6  1 / 6  JI II 回転糸切り

5 土師 坪 14.5 1 / 8 ” II 

6 土師 台坪 12.2 3 / 4  II II 回転糸切り

7 土師 台坪 6.6 1 / 4 JI II 

8 土師 台坪 7 . 2  1 / 3  II I/ 回転糸切り

， 灰釉 皿 12.2 6 . 2  3 . 0  3 / 5  II 底部ナデ 漬け掛け

1 0 灰釉 坪 4 . 0  1 / 4 II 回転糸切 り

l 1 灰釉 椀 7 . 4  1 / 6  II 回転糸切り ナ デ

1 2 土師 甕 20.7 1 / 8  “ 
1 3 土師 甕 20.8 1 / 8 II 

1 4 土師 甕 22.4 1 / 8  ロ ク ロ調整

1 5 土師 甕 II 

1 6 須恵 甕 II 

1 7 土師 台鉢 1 / 8  J/ 
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第 4 章 調査の ま と め

本遺跡の所在す る 千曲川左岸の微高地上に は 、 「小島・柳原遺跡群」 と し て 包括さ れる 多 く の遺

跡が確認 さ れ て い る 。 た だ し 、 ほ と ん どの遺跡が未調査の ま ま と な っ て い る た め 、 広大な範囲に

設定 さ れて い る こ の遺跡群の構成には明瞭でない部分が多い。 過去に調査をへている遺跡では 、

「水内坐一元神社遣跡」 （長野市教委 1980) に おい て弥生 ・ 古墳時代集落、 「小島境遺跡」 に お

い て も 同時期の集落址が検出 さ れ、 遺跡群の構成が一部明か に さ れた が、 今回の調査ではそれよ

り も 時代の下降 し た 平安時代を主体 と す る 集落址が検出 さ れる に 至 り 、 新たな知見を加え る こ と

ができ た も の と い え る 。

第 2 章にお いて述べられて い る と お り 、 本遺跡を め ぐ る 環境に は複雑な も のがある 。 地理的に

は 、 千曲川に合流す る 犀川 ・ 裾花川の氾濫原 と さ れ 、 更にそ の沖積面が河川 に よ り 浸食されて大

小の微高地が形成 さ れ て い る と い う 。 低湿地が入 り 組 む こ の よ う な地形は股耕地 と し て好適の条

件であ り 、 弥生時代以降の集落地 と し て開発さ れ て き た も のであ ろ う 。 歴史的に見れば、 本集落

址の示す平安時代後半の年代を考慮す る と 、 律令体制のなかでの水内郡尾張郷等 と の 関連が注目

さ れ る と こ ろ と な り 、 興味深い課題が提示 さ れ る 結果 と な る 。

以下調査成果を個条也 き に し調査の ま と め にか え た い。

0 検 出 さ れた遺構は住居址 6 軒、 土堀13基、 溝址 5 基である 。 溝址は住居址を切って構築されて

い る も のが多い ( 4 号住→ 4 号溝， 2 号住→ 5 号溝、 5 号住→ 1 号溝） が、 住居址 ど う しの切 り

合い関係は認め ら れない。

0本遺跡中 最 も 時期の遡る遺物を出土 し た のは 第 1 号土塙で、 台付甕 ・ 器台等の古式土師器を出

土 し て い る 。 特に台付甕は東海 も し く は畿内地方に そ の系譜を求め得 る 資料であ り 、 古式土師器

の良好な資料を出土 した近接する小島境遺跡 （青木和明 1984) と の関連において今後注目すぺ

き 資料と い え る 。

0 住居址プラ ン は 、 やや小型の 第 5 号住居址を除い て は 、 一辺 5 m前後の方形 も し く は隅丸方形

を呈す る 点 、 こ の時期の特徴 を そ な え て い る も の と 言 え よ う 。

0 住居址出土土器の組成 を見 る と 、 土師器を主体 と し て 、 それに内面黒色処理 さ れた土師器 と 灰

釉陶器が従的に伴 う と い っ た様相がう かがわれ、 須恵器は甕形土器が伴 う のみで、 基本的には組

成から脱落す る と い っ た様相がいずれの住居址 に お い て も 認 め ら れ る 。 こ の こ と よ り すれば、 こ

れ ら の 住居址には平安時代後期， 1 1世紀後半---12世紀 と い った年代が与 え ら れ よ う か。

ま た 第 1 号特殊遺構は 1 号溝跡に切られ詳細は不明では あ る が、 いわゆ る カ ワ ラ ケ が 2 点出土

し て お り 、 さ ら に新 し い 年代が与え ら れ よ う 。
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0 第 2 号住居址か ら 出 土 し た緑釉陶器の皿は緑釉陶器 と し て は 、 浅川西条遺跡第14号住居址、 同

第20号住居址出土資料 （長野市教委 1975) につづい て長野市内 で は 3 例目の資料であ り 、 本地

域の古代の様相 を さ ぐ る上で、 今後注目 さ れる ぺ き 資料 と い え よ う 。

O溝址は 1 ...... 5 号 ま で検出 さ れて い る 。 幅 • 深 さ な どの規模の点 に お い て は各遺構 ご と に か な り

の偏差が認め ら れ る も のの、 平安時代に比定 さ れる 住居址を切っ て 構築 さ れ る も のが多い。 ま た

いずれの溝址 も確認された範囲において は東西方向、 も し く は南北方向へ と 直線的に伸びて ゆ く

形態を示 し て い る点特徴的である 。 今後、 本遺跡調査区のみ と い っ た微視的な視点の み か ら では

な く 、 古代～中世にお け る 本地域の生業形態 と の関連 と い っ た巨視的視点 か ら の把握を試みる必

要性が痛感さ れ る 。

青木和明 1984 「小島境遺跡」 r古墳出現期の地域性』 第 5 回三県 シ ン ポ ジ ウ ム資料

長野市教委 1975 r浅川西条遺跡』

長野市教委 1980 r三輪遺跡 付 水内坐一元神社遺跡調査報告』

- 53 -



図版 1

濶杏I)( 'i!: ;;( 

- 55 -



図版2

第 1 サit/A.lit.

第 1 サfl:/,1.}址
滋物,'I』, I: 状況

第 2 り住J、,；tit 
第 5 サ溝址

- 56 -



図版 3
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図版 4
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図版 5

第 4 号 土濱 （井戸址）

第 13 号土憤
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